
Sakaé Fuchino
今回の講義では，平面上のベクトルの線形変換 (一時変換または線形写像と呼ぶこともあります) について更に考察します．前回の講義の後半の続きです．

補題4.1 と 定理 4.2で線形変換と 2×2 行列を左らかけるという演算が一対一に対応していることが示されています．

これは，前回の講義の補足資料の (0.3), (04) と 補題 0.2 に対応しています．実は，この事実は，ほとんど同じ証明で，平面上のベクトルの線形変換だけではなくて，もっと一般的に任意の次元の線形空間の間の線形写像に対して成り立ちます．このことは教科書ではちょっとわかりにくく書いてあるのですが，5.2線型写像の表現行列　が対応します．

Sakaé Fuchino
講義の後半では，平面上のベクトルの内積について考察しています．内積は平面だけでなく任意の次元の線形空間で考えることができるのですが，この一般化された内積の議論は，教科書の　6 内積空間　に書かれています．
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任意の θ に対して，
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が成り立つ．
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